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下
向
井

龍
彦

巻頭言

今
年
に
入
っ
て
坂
本
賞
三
先
生
の
弟
子
・
孫
弟
子
に
よ
る
研
究
書
の
出
版
が
目
白
押
し

だ
。
下
向
井
研
究
室
読
書
会
の
院
生
学
生
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
大
先
輩
で
あ
り
、
著
者

の
な
か
に
は
読
書
会
の
現
メ
ン
バ
ー
も
い
る
。
以
下
に
お
名
前
と
著
書
名
を
挙
げ
る
（
学

年
順
）
。
佐
竹
昭
氏
『
近
世
瀬
戸
内
の
環
境
史
』
（
吉
川
弘
文
館
二

O
一
二
年
二
月
）
、

曽
我
良
成
氏
『
王
朝
国
家
政
務
の
研
究
』
（
古
川
弘
文
館
二

O
一
二
年
六
月
）
、
詫
間
直

樹
氏
『
京
都
御
所
造
営
録

l
造
内
裏
御
指
図
御
用
（
三
）
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版
二

O

一
一
一
年
三
月
）
、
鈴
木
理
恵
氏
『
近
世
近
代
移
行
期
の
地
域
文
化
人
』
（
塙
書
房
二

O
一

二
年
二
月
）
、
今
正
秀
氏
『
藤
原
良
一
一
』
（
山
川
出
版
社
二

O
二
一
年
七
月
）
、
渡
漫
誠

氏
『
平
安
時
代
貿
易
管
理
制
度
史
の
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
二

O
一
二
年
二
月
）
。
付
け

足
し
だ
が
私
も
『
物
語
の
舞
台
を
歩
く
純
友
追
討
記
』
（
山
川
出
版
社
二

O
二

年

一
一
月
）
。
著
書
を
ま
と
め
る
こ
と
は
恩
師
に
対
す
る
最
高
の
恩
返
し
で
あ
り
、
後
輩
た

ち
の
道
し
る
べ
で
あ
る
。
と
も
に
学
ん
だ
仲
間
と
し
て
心
か
ら
祝
福
し
た
い
。

去
年
秋
か
ら
今
年
三
月
下
旬
ま
で
、
私
た
ち
は
『
回
顧
と
展
望
』
の
論
文
評
作
成
に
忙

殺
さ
れ
た
。
渡
漫
氏
は
対
外
関
係
を
担
当
し
、
斎
藤
・
山
本
・
尻
池
の
一
二
氏
と
私
は
、
摂

関
期
・
院
政
期
（
対
外
関
係
を
除
く
）
を
担
当
し
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
は
最
近
の
研
究

動
向
を
知
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
読
書
会
と
後
期
の
大
学
院
演
習
は
全
面

的
に
『
回
顧
と
展
望
』
対
策
に
活
用
さ
れ
た
。
演
習
を
受
講
し
た
近
世
近
代
史
、
東
洋
史

専
攻
の
諸
君
に
と
っ
て
は
一
方
的
な
奉
仕
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
観
が
あ
る
が
、
不
平
も
漏

ら
さ
ず
論
文
評
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
そ
の
労
に
報
い
る
た
め
に

『
回
顧
と
展
望
』
誌
に
付
記
と
し
て
諸
君
の
名
前
を
載
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
交
渉
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
受
け
入
れ
て
は
も
ら
え
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、

紙
数
超
過
や
中
世
と
の
重
複
な
ど
を
理
由
に
『
回
顧
と
展
望
』
へ
の
掲
載
を
断
念
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
論
文
評
を
、
諸
君
の
名
前
も
含
め
て
本
号
に
載
せ
る
こ
と
で
、
謝
意
に
代

え
た
い
。
一
昨
年
度
の
院
演
習
の
成
果
、
『
小
右
記
』
訓
読
・
現
代
語
訳
の
続
編
も
載
せ
る
。

今
年
の
六
月
六
日
、
私
に
も
還
暦
が
訪
れ
て
く
れ
た
。
二
二
年
前
の
大
病
を
思
え
ば
、

よ
く
無
事
に
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
感
慨
も
一
入
で
あ
る
。
六
歳
の
六
月
六
日

は
習
い
事
始
め
の
日
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
六
月
六
日
に
六

O
歳
に
な
っ
た
私
は
、
こ
の

節
目
の
日
を
研
究
集
大
成
始
め
の
日
と
し
よ
う
。
後
輩
た
ち
に
つ
づ
い
て
、
こ
れ
か
ら
何

年
か
か
け
て
何
冊
か
の
著
書
に
ま
と
め
た
い
。

二
六
年
前
、
坂
本
先
生
の
還
暦
記
念
祝
賀
会
を
広
島
駅
北
口
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
（
現

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
イ
ア
）
で
聞
い
た
こ
と
が
つ
い
こ
の
間
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
。
坂

本
先
生
は
前
号
に
続
い
て
本
号
に
も
巻
頭
論
文
を
寄
せ
て
下
さ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
す

ま
す
御
健
勝
で
、
「
日
本
史
の
時
代
区
分
」
と
い
う
新
た
な
研
究
分
野
に
精
力
的
に
挑
戦

し
て
お
ら
れ
る
。
県
立
文
書
館
や
図
書
館
に
お
出
か
け
に
な
る
と
き
に
は
、
ご
自
宅
か
ら

己
斐
駅
ま
で
歩
い
て
下
り
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
私
が
校
務
な
ど
で
中
国
新

聞
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
に
出
講
で
き
な
い
と
き
、
恐
れ
お
お
く
も
先
生
に
講
義
を
代
わ
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
れ
も
年
に
一
回
と
か
二
回
で
は
な
く
、
五
、
六
回
を
越
え
る
。
還

暦
を
迎
え
て
な
お
恩
師
に
甘
え
て
い
る
不
肖
の
弟
子
で
あ
る
。

先
生
は
再
来
年
、
め
で
た
く
米
寿
を
お
迎
え
に
な
る
。
坂
本
先
生
が
築
き
上
げ
た
広
島

王
朝
国
家
論
は
、
本
号
に
み
る
よ
う
に
世
代
を
超
え
て
確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ

の
惨
を
次
の
世
代
に
受
け
渡
す
位
置
に
自
分
が
い
た
こ
と
を
誇
り
と
し
た
い
。
還
暦
を
迎

え
た
い
ま
、
こ
の
こ
と
を
し
み
じ
み
思
う
。

本
号
の
論
説
陣
は
、
前
号
の
坂
本
先
生
、
渡
遁
誠
・
斎
藤
拓
海
両
氏
と
私
の
四
人
に
、

菅
真
城
氏
・
山
本
佳
奈
氏
が
加
わ
っ
て
、
六
人
に
な
っ
た
。
還
暦
記
念
号
に
し
て
は
ど
う

か
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
お
言
葉
に
甘
え
る
こ
と
に
し
た
。
弟
子
の
還

暦
記
念
号
に
恩
師
の
玉
稿
を
載
せ
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
の
は
、
非
常
識
の
誹
り
を
免

れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
の
非
常
識
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
し
、
坂
本
先

生
も
弟
子
・
孫
弟
子
の
論
説
に
固
ま
れ
て
、
喜
ん
で
下
さ
る
と
思
う
。

本
号
の
編
集
は
、
斎
藤
拓
海
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
渡
謹
誠
氏
に
続
く
広
島
王
朝
国

家
論
第
三
の
高
揚
期
の
旗
手
で
す
。
第
五
号
に
向
け
て
皆
さ
ん
の
ご
寄
稿
を
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
。
第
三
の
高
揚
期
を
継
続
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
前
号
巻
頭
言
で
書
き
忘
れ
た
こ
と

で
す
が
、
本
誌
は
製
本
を
除
き
全
部
手
作
り
で
す
。
猛
暑
の
中
、
こ
れ
か
ら
は
じ
め
る
印

刷
・
丁
合
作
業
に
参
加
し
て
く
れ
る
読
書
会
メ
ン
バ
ー
と
加
入
予
定
メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ

ん

。

あ

り

が

と

う

。

（

二

O
一
二
年
八
月
一
日
）


